
 

 

 

 

子育て支援ニーズ調査・子どもの生活実態調査 回収状況 

 

１-１ 子育て支援ニーズ調査 調査の方法 

 

調査対象者 
小学校就学前（０～５歳児）の子ども 1,300人及び小学生 1,300人を無作為抽出し、

その保護者を対象に実施 

抽出方法 住民基本台帳より無作為抽出 

調査方法 郵送にて配布し、郵送方式又はＷＥＢ方式任意の方法で回答 

調査期間 令和５年 10月 27日(金)～12月１日(金) 

 

１-２ 子育て支援ニーズ調査 配布・回収状況 

対象 発送数 回収数計 
  

回収率 
紙回収数 WEB回収数 

就学前児童（０～５歳）の保護者 1,300票 558票 240票 318票 42.9% 

小学生（１～６年生）の保護者 1,300票 573票 241票 332票 44.1% 

合計 2,600票 1,131票 481票 650票 43.5% 

※統計調査で一般的に使用される「母比率の区間推定」という統計的方法理論に基づいて算出される 

必要な回収数は就学前児童（０～５歳）の保護者 369件、小学生（１～６年生）の保護者 371件。 

いずれも必要な回収数を上回っております。 

 

２-１ 子どもの生活実態調査 調査の方法 

 

調査対象者 西東京市立小学校５年生とその保護者及び西東京市立中学校２年生とその保護者 

調査方法 学校にて配布・回収、ただし ＷＥＢ方式でも回答可 

調査期間 令和５年 10月 31日(火)～12月１日(金) 

 

２-２ 子どもの生活実態調査 配布・回収状況 

対象 発送数 回収数計 
  

回収率 
紙回収数 WEB回収数 

小学５年生本人 1,593票 830票 537票 293票 52.1% 

中学２年生本人 1,392票 556票 338票 218票 39.9% 

保護者 2,985票 1,489票 820票 669票 49.9% 

合計 5,970票 2,875票 1,695票 1,180票 48.2% 

※統計調査で一般的に使用される「母比率の区間推定」という統計的方法理論に基づいて算出される 

必要な回収数は小学５年生本人・保護者 各 331件、中学２年生本人・保護者各 315件。 

いずれも必要な回収数を上回っております。 
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